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向日市地域活性化会議 第３回（全体）会議 会議録

〃 第１回（商業・工業）部会 会議録

○日 時 平成２１年２月２４日（火）

午後７時００分～７時４５分まで（全体会議）

午後７時５０分～９時１５分まで（商業部会・工業部会）

○場 所 向日市役所 ３階 大 会 議 室（全体会議・商業部会）

〃 ３階 第３会議室（工業部会）

○出 席 者 ・委員２０名 ・事務局６名

※別添「第３回出席者名簿」参照

○欠席委員 ３名

○傍 聴 者 なし

○内 容（全体会議）

(1)部会（商業・工業）の構成について
事務局から商業及び工業部会委員名簿（案）が提示され、それぞれ委員により承

認された。

※資料①地域活性化会議委員 商業部会名簿（案）

※資料②地域活性化会議委員 工業部会名簿（案）

(2)今後のスケジュール（案）について
事務局から今後のスケジュール（案）について説明があり、委員により承認され

た。

※資料③今後のスケジュール（案）について

(3)地域活性化会議に係る論点の整理
いままでの会議内容を踏まえた商業及び工業の活性化策と『地域活性化基本方針』

の考える基本方向（抜粋）との対比を行った資料について事務局から説明があり、
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委員長から意見を募った。

※資料④地域活性化を踏まえた論点・『地域活性化基本方針』

による商業活性化の基本方向（抜粋）

※資料⑤地域活性化を踏まえた論点・『地域活性化基本方針』

による工業活性化の基本方向（抜粋）

（意見要旨）

委 員： 市北部のキリンビールの跡地開発で具体的なビジョンができていれば、教

えていただきたい。（事務局：資料により次回説明したい。）

委 員： 市の真ん中に位置するＪＲ向日町操車場について、遊休地などが存在する

のではないか。（事務局：調査し次回報告したい。）

(4)部会による論点の絞り込み ※部会による意見交換

※資料⑥商業部会資料

※資料⑦工業部会資料

【商業部会委員意見 要旨】

○事務局から資料に基づく説明があり、その後意見交換を行った。

委 員： 資料④の右側に書かれている「商店街や個店が確固とした個性を持ち、コ

ンビニエンスストアや大型店にないサービスを図る」というようなことは、

企業努力ではないのか。

委 員： 「消費者ニーズやライフスタイルの変化に対応した店舗づくりを支援」と

も書かれているが、どのような支援を行政がしてくれるのか分からない。

委 員： 市民が活動をしようと思えば「場」を確保することが必要であり、その後

どういうふうに支援していくかが重要ではないか。

委 員： 市民会館や地区の公民館であっても、風通しの良いルールを作ることが必

要である。

委 員： 商業と観光とは、連動している。向日市は、観光といっても提案型でない

と集客は見込めない。

「長岡京」や「桓武天皇」「かぐや姫」などをイメージした取り組みはで

きないものか。

委 員： 観光協会のマスコット「かぐ歩ちゃん」を使って、市や観光協会が使用料
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として商工会の会員等に年間１万円を徴収し、そのお金で何か観光に生かし

た取り組みができないものか。

委 員： 行政に対してしてほしいことと、商業者がやらなければいけないことの２

本立ての論議が必要ではないか。

委 員： 向日市は、夫婦でやってこられて子どもを出産し子育てをされ、その子が

大きくなれば、子どもは市外へという構図であった。

住宅を建設される場合の最低敷地面積を引き上げるなど、２世代、３世代

が住めるようにしていかないと、少子高齢化社会に対応した持続可能な市と

はならない。

委 員： 事例（資料⑥）紹介にもあったが、人が集まるというのは非常に大事であ

り、そこを拠点に地域の活性化が図れるのではないか。

空き店舗は必ず出てくるので、それを行政なり個人なりが確保できること

が必要ではないか。

委 員： 若い人は、自家用車に乗って郊外の大型店に買物に行かれる。巡回バスな

どを運行させたら、ちょっと足の弱い高齢者でも買物に行かれたりとか、地

域が活性化するのではないか。

委 員： 道路も狭いところが多く、決まったコースしか走れないのでは、巡回バス

を走らせる環境ができているとは思えない。

委 員： 巡回バスでは、綾部市に成功事例があるようだ。成功したケースを取り入

れることは有効と思う。ボランティアの方に市が運転教習をしていただいて、

ＮＰＯが運営するという方法であれば、初期投資も少なくて済むのではない

か。

委 員： 綾部市は面積も広い、向日市のような狭いところでは、巡回バスの実用性

が低く、事故とか保険とかいろいろな問題もあり、難しいのではないか。

委 員： 桜の満開の時期に「桜の径」と長岡宮史跡公園がコラボレートしたような、

イベントの開催ができないものか。交通アクセスもいいし多くの観光客が見

込めるのではないか。

委 員： 大極殿の史跡があるが、知らない方が多い。桜の開花した人の多い時期に、

「桜の径」を通って長岡宮跡から向日神社までのルートで、それらをうまく

使ってイベントを開催してはどうか。

委 員： 向日市は、住んでいてまったく人のつながりを感じることができない。

「夏まつり」があれば結束するのではないか。それこそ、西向日で実施して

はどうか。

委 員： 「まつり」などは、市と市民が同じテーブルで意見を出し合って、市と市

民が同じスタンスでやっていくことが大事であり、市だけで実施してもその

ときのにぎわいでしかない。地域の活性化につながるとは、考えられない。
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委 員： 向日神社をにぎわいの中心と捉え、みんなに愛着をもってもらうことが必

要と考える。

神社周辺を掃除する日を設定し、参加された方には、今、商売をしておら

れるところで使える商品券を配るなど、何か商売人が向日神社とからんでで

きないか考えているところである。

委 員： 新潟県のある地域では、コミュニティービジネスのコンペを実施している

ところがある。

審査員には、地元の銀行や行政が入っており、優秀賞を獲得した者には、

確か、金融機関からの支援が３年間受けられるというものがあった。

委 員： 地産地消でいえば、地元の食材を使っている店には、特定のマークを付け

るというのもあった。確か、「グリーン」提灯と記憶している。

委 員： 商業と農業の連携では、市民の方もいろいろと考えておられるのではない

か。資金を出す出さないは別に、意見募集を行ってはどうか。

物事を成功させるのは参画意識であり、積極的に市民に参画してもらうこ

とだと思う。

委 員： 地元の農産物や、自家製の餅や野菜、花など売っている「道の駅」のよう

うなものがあれば、地元農家も活性化するし消費者にとっても非常に便利に

なる。

【工業部会委員意見 要旨】

○事務局から資料（産業振興のための事業者意向調査の集計結果）に基づく説明があ

り、その後意見交換を行った。

委 員： 問２６（他の場所よりも優れていると考えること：優先順）の交通の利便

性に対する回答の優先順位は、問１の立地エリアによって異なるので、一概

には集計できないのではないか。（事務局：クロス集計を実施する）

委 員： ＪＲ向日町駅東側周辺の活性化の件で、第二久世橋道路が京都市側で国道

１７１号線まで続いていない状況で十分な利用ができないのであれば、駅の

東口周辺整備の計画なんかも無駄なような気がする。

委 員： アンケートでは、ＪＲ向日町駅の整備を望んでいるという回答が多数であ

るが、鶏冠井町や上植野町に所在する企業でどれだけの者が利用するのか疑

問である。

委 員： キリン跡地開発など北部開発の話ばかりで、南部地域は放っておかれてい

るような気がする。
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委 員： ＪＲ桂川駅が開業され、市内の工業地域に立地している企業の考え方も変

化しているのでは。

委 員： 問２８（事業運営で今後、大きな問題となること：優先順）や問３３（今

後、どのような支援が必要か：優先順）など、問１の企業が立地している地

域によって異なる回答が得られるはずである。（事務局：クロス集計を実施

する）

委 員： アンケート調査を実施した時期はいつか。（事務局：平成２０年９月頃の

回答）その時期ガソリンの価格はいくらか。（事務局：１８５円／㍑）

ガソリン価格は変動しており、 問３５（原材料のコスト高）や交通関係に

関する回答についても、別に抜き出して考える必要がある。

委 員： 問２８（事業運営で今後、大きな問題となること：優先順）の回答で、交

通利便性の悪さというのは、みなさん問題視されていない。

しかし、問３３（今後、産業振興を考えるうえでどのような支援や施策が

必要）では、みなさん道路交通基盤の整備と回答されている。

経営課題としてとらえているところと、産業振興で考えている部分がすご

く乖離しているように思う。

委 員： 基本的にこのアンケート調査は、既存企業のニーズである。企業立地を考

えている企業にとっての優先度は、土地が確保したいときにすぐ確保でき、

許認可等の申請もスムーズに進むという流れが一番である。

補助金等の措置も有効と思われがちだか、そうでもない。

委 員： 融資優遇制度を向日市でも実施しておられるが、他市よりも条件的に優遇

すれば企業立地が進むのではないか。

委 員： 制度融資は、一定条件の中でしか利用ができず、ゼロからの創業支援とい

うことでは非常に無理がある。考え方としては、既存企業の支援である。

委 員： 向日市に企業が進出するといった場合、立地に関しての優遇制度はあるの

か。（事務局：市独自制度は無い、府の制度がある。）

委 員： 方法論として、企業のご用聞きであることが、大切である。今の時代は、

企業重視であり、市から出て行かれないことを考えるべきだ。

そうすれば、おのずと企業もやってくるのではないか。

委 員： 最近でも、目立たないがＩＴ関連や携帯電話のポータルサイトを扱う小規

模の事業所が市内にできている。今後、事業拡大されるときなど、せっかく

向日市で育ったんだから、出ていかれないよう支援することが大事である。

企業としても、向日市で大きくしていただいたんだという感じで、よい関

係にもなる。

委 員： 向日市のような都市部にあっては、コンテンツビジネスやＩＴ関連などの

スペースがいらない企業を誘致するのがよい方法である。
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加えて、雇用を何人か創出するところにあっては、初期の段階から優遇し

ていくのがベストではないか。

委 員： 京都府でもベンチャーラボラトリーというものがあるが、倒産や不調に陥

る企業もある。

そういった企業を、大企業からの応援ということで、ＯＢの専門的なこと

に強い人でサポートするとか、サポート体制と一体にならないと難しいので

はないか。

委 員： 市内の工業地域について、どれだけ企業が進出できる用地があるのか。（事

務局：地域内の低未利用地について、アンケートを予定している。結果が分

かり次第報告する。）



役 職 氏 名

あ り ま ふ み こ

有 馬 フ ミ 子

い え は ら よ し か ず

家 原 良 一

お か も と み つ ぞ う

岡 本 光 三

こ も り け ん ご

小 森 健 護

さ の と し こ

佐 野 と し 子

た か し ま ま さ は る

髙 嶋 正 晴

た か ま よ し か ず

高 間 芳 和

た き や ま ゆ う す け

瀧 山 裕 介

と む ら あ き の り

戸 村 聡 里

な が い せ い い ち

永 井 誠 一

な が い ま も る

永 井 守

の せ み よ こ

能 勢 美 代 子

は せ が わ ぶ ん ぞ う

長 谷 川 文 造

ふ せ た か し

布 施 孝

ま つ い つ ね お

松 井 恒 夫

み ね も り あ き ら

峯 森 章

も り ひ さ り か

森 久 利 香

や ま ぐ ち た け し

山 口 武

よ し だ と も ひ こ

吉 田 友 彦

わ だ よ し つ ぐ

和 田 良 次

役 職 氏 名

き し み ち お

岸 道 雄

お お の か ん い ち ろ う

大 野 勘 一 郎

し み ず ひ ろ ゆ き

清 水 広 行

さ か の ゆ た か

坂 野 裕

た か ぎ し か ず ひ ろ

髙 岸 和 弘

み や ざ き ひ と み

宮 崎 仁 美

建設産業部産業振興課
商工観光係主査

（事務局）

第３回 出席者 名簿

4
建設産業部産業振興課
課長補佐兼商工観光係長

2
建設産業部次長
兼道路整備課長

（委 員） ※５０音順

1

建設産業部
産業振興課長

委 員

委 員

副委員長

建設産業部長

19

18

4

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

3

委員長（議長）

委 員

委 員

3
建設産業部産業振興課
商工観光係主査

6

8

20

14

9

委 員10

16

7 委 員

委 員

17

12

13

11

15

1

2

委 員

委 員

委 員

3 委 員

委 員

4

5



(号別・５０音順）

委員（号） 氏 名 備 考

第１号 た か し ま ま さ は る

（学識経験者） 髙 嶋 正 晴

第２号 こ も り け ん ご

（商業関係者） 小 森 健 護

第２号 た な か み ち え

（商業関係者） 田 中 み ち ゑ

第２号 と む ら あ き の り

（商業関係者） 戸 村 聡 里

第２号 な が い せ い い ち

（商業関係者） 永 井 誠 一

第２号 ふ せ た か し

（商業関係者） 布 施 孝

第４号 は せ が わ ぶ ん ぞ う

（農業関係者） 長 谷 川 文 造

第５号 た か ま よ し か ず

（金融関係者） 高 間 芳 和

第６号 さ の と し こ

（市民公益活動団体関係） 佐 野 と し 子

第７号 の せ み よ こ

（一般公募） 能 勢 美 代 子

第７号 も り ひ さ り か

（一般公募） 森 久 利 香

第８号 た き や ま ゆ う す け

（行政関係） 瀧 山 裕 介

第８号 わ だ よ し つ ぐ

（行政関係） 和 田 良 次

よ し だ と も ひ こ

吉 田 友 彦

12 商・工

13 商・工

11

10

8

9

7

6

4

5

向日市地域活性化会議委員 商業部会名簿

1 司会・進行

※ オブザーバー

2

3



(号別・５０音順）

委員（号） 氏 名 備 考

第１号 よ し だ と も ひ こ

（学識経験者） 吉 田 友 彦

第１号 ふ じ も と け い じ

（学識経験者） 藤 本 圭 司

第３号 あ り ま ふ み こ

（工業関係者） 有 馬 フ ミ 子

第３号 い え は ら よ し か ず

（工業関係者） 家 原 良 一

第３号 い わ ぐ ち か ず ふ さ

（工業関係者） 岩 口 一 房

第３号 お か も と み つ ぞ う

（工業関係者） 岡 本 光 三

第３号 な が い ま も る

（工業関係者） 永 井 守

第３号 み ね も り あ き ら

（工業関係者） 峯 森 章

第４号 や ま ぐ ち た け し

（農業関係者） 山 口 武

第７号 ま つ い つ ね お

（一般公募） 松 井 恒 夫

第８号 た き や ま ゆ う す け

（行政関係） 瀧 山 裕 介

第８号 わ だ よ し つ ぐ

（行政関係） 和 田 良 次

た か し ま ま さ は る

髙 嶋 正 晴

11 商・工

12 商・工

10

9

8

6

7

4

5

向日市地域活性化会議委員 工業部会名簿

※ オブザーバー

3

1 司会・進行

2
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地域活性化会議 開催 スケジュール

平成２１年 ４月 ○第１回 商業・工業部会開催

・論点の整理と解決策の検討

５月 ○第２回 商業・工業部会開催 ※昼間に開催

・市内見学（商・工業地域と事業予定地域の現状把握）

６月 ○第３回 商業・工業部会開催

・論点の整理と提言内容の検討

７月 ●第４回 会議【全体】

・部会における検討結果について（発表と意見交換）

９月 ●第５回 会議【全体】

・「提言書」（案）の検討

１０月 ●第６回 会議【全体】

・「提言書」（案）の確認

※市長に「提言書」提出

１１月 □「改訂商業振興ビジョン（案）」作成

□「産業戦略プラン（案）」作成

１２月 □「改訂商業振興ビジョン（案）」「産業戦略プラン（案）」

パブリックコメント（市民意見の聴取）実施

２月 □「改訂商業振興ビジョン」作成

□「産業戦略プラン」作成 ※印刷製本発注
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地域活性化会議を踏まえた論点

●商業の活性化について

（課 題）

・中小企業者と農業者の連携で「地産地消」の推進

・「農業」との関係も視点に入れた産業活性化を

・特産物の竹の子や竹林などをブランド化し商業に生かすべき

・隣接している京都市も視野に入れるべき

・魅力ある「何か」を創造することが大事

・放置竹林を整備する等、市民ぐるみで「何か」を行う仕組みづくりが必要

・女性や高齢者が活発に取り組める「何か」が必要

・通過点としてのまちではダメ、滞在できる「お店」が必要

・商店街をあるべき姿に（店舗が出店しやすい方策を）

・特色ある店づくりが必要（例：名物、その店にしか無いもの）

・長岡宮跡のような広大な公共用地を利用しない手は無い（集客施設の建設等）

・競輪場を商店街の駐車場として開放する（今ある、公共施設等を利用する）

・「竹の径」は観光地ではない、交通アクセスの良い向日神社や商店街をメインに

・向日神社を起点に、市民ぐるみでにぎわいを呼び込む活動を行うことが必要

・阪急東向日から向日神社までを拠点に「何か」を考えるべき

・今できることからやっていくという姿勢が必要

・計画は実現性があるかどうかがポイント（成功事例をひとつ作る）

・市の一等地にある競輪場の利用（イベント等）を図る

（問題点）

・担い手不足

・出店できる場所が無い（空き店舗は住宅）

・駐車場の有る店が無い

・高齢者等は近場でしか買物できない
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『向日市地域活性化基本方針』による

商業活性化の基本方向（抜粋）

※下線部は解説あり

（１）商店街・個店の個性化

◆商店街や個店が確固とした個性を持ち、コンビニエンスストアや大型店にない独自

のサービスを図る

◆意欲的な商業者の活動できる「場」を整える

◆消費者ニーズやライフスタイルの変化に対応した店舗づくりを支援

◆少子高齢化社会に対応した顧客サービスの充実

◆空き店舗を活用したチャレンジショップやイベントなどの集客事業の開催
※①

◆農業・観光・大学と連携した取り組みの促進

◆地域の核としての商店街づくりを促進

（２）まちづくりと一体で進める商業の活性化

◆新旧市街地を結ぶ核となる「駅」の整備などを地域活性化の好機と捉え、まちづく

りと一体で中心商店街の活性化を図る

◆起業・店舗改装等に係る低利の融資制度の創設

◆コミュニティビジネスの振興
※②

◆小売店や飲食店等の集積を積極的に誘導

◆京都府や商工会との一層の連携で、商店街や個店の取り組みを支援

【解 説】

チャレンジショップ
※①

地域商店街の小売店経営者の高齢化や中心市街地の空洞化等が原因により空

き店舗が目立つ商店街が多くなっており、こうした地域商店街対策の一つとし

て、空き店舗を活用し意欲的な商業者等にスペースを提供し、起業家の育成や

商店街の活性化を図ろうとするもの

コミュニティビジネス
※②

市民が一体となって、地域が抱える課題をビジネスの手法により解決し、コ

ミュニティの再生を通じて、その活動の利益を地域に還元するという事業の総

称
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地域活性化会議を踏まえた論点

●工業の活性化について

（課 題）

・周辺や全国の都市と比べて、どれだけ有利になることがあるかが重要

・他都市と比べて、法人に係る優遇税制を設けることが必要（企業へのアピール大）

・立地したい企業に早く候補地を示すことが重要

・立地に係る許認可等の処理をいかに早く行うかが重要

・地元企業でも増設とかの動きを捉え、優遇制度で支援していく仕組みが必要

・市の計画や情報等を地元企業に発信していくような懇談会組織が必要

・創業の機会を考える「場」が必要

・市と地元企業とのネットワーク会議が必要

・企業が地元で長く生産活動をされるということも重要（就業機会の確保等）

・大企業よりもベンチャー企業レベルの小さな工場を誘致するほうが得策では

・土地が無いのであれば、都市型のコンテンツビジネスのようなソフト系企業が良い

・工業地域に企業立地を図るならば、ＪＲ東側地域の利便性を高めることが必要

（問題点）

・倉庫や工場が立地するような広い場所が無い

・地価が高い
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『向日市地域活性化基本方針』による

工業活性化の基本方向（抜粋）

※下線部は解説あり

（１）企業及び周辺環境の実態調査

◆既存企業に対するアンケート調査による企業活動の現状や課題の把握

（２）工業基盤の整備

創造的な仕事をする人やそれをサポートする人材が集まってくる仕組みがないこと

がひとつの要因と考えらるため、今後、人材や企業を育て集積を図る

◆工業地域内の道路基盤整備の促進

◆創業機会を平等に提供できるシステムの整備を行う
※①

（３）既存企業への支援

◆技術の高度化や新分野への進出、地球環境対策への積極的な取り組みに対して支援

を講じ、市外への転出を防止するとともに雇用の場の確保を図る

（４）企業立地の推進

◆北部新開発やＪＲ向日町駅東口へのアクセス道路の整備により新たな産業創出の可

能性があるため、新たな土地利用の可能性について検討を行う

◆工業系用途への立地促進を図り適地としての魅力を高めるため 、本市独自の支援

制度の創出や企業との交流の「場」づくりなど、企業の立地につながるような環境

づくりに取り組む

（５）起業・創業支援

◆企業・創業を目指す経営者や新製品の開発を支援するため、インキュベーション
※②

施設や、起業・創業にかかる制度融資の創設などを図り、企業の第二創業を促進
※③

する

（６）新産業の創出

◆企業と大学等との連携を図り、新製品の開発やその事業化を支援し、新産業の創
※④ ※④

出を図る
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【解 説】

創業機会を平等に提供できるシステムの整備
※①

意欲のある者が、ビジネスチャンスを生かし創業、起業をサポートするシス

テムづくりを進め、事業所が市内に集積することにより、地域の活性化につな

げるもの

インキュベーション
※②

卵を孵化する語源から派生した経済用語で、新規に事業を起こすベンチャ

ー企業等を支援すること

第二創業
※③

既に事業を行っている事業所の後継者などが事業転換や新規事業に進出す

ること

企業と大学等との連携による新産業の創出
※④

企業・大学・市民・ＮＰＯや行政が連携し、優れた技術や研究成果、多様

な資源の融合により、ベンチャー企業や新たなものづくり産業の創出を目指

すもの
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⑤ 
元気な高齢者が運営する街なかの居場所「喫茶カウ

ンター付き宅老所『じい＆ばぁ』」 愛知県高浜市 
キーワード 高齢化、空き店舗、介護予防、宅老所、ボランティアによる運営、多世代の交流（喫茶

カウンター）、元気高齢者の生きがい・やりがい 

地区の状況 三州瓦の産地として有名な高浜市は、福祉や分権型行政の先進自治体としても全国的

に有名である。急激に進むことが予想される高齢化に対して限られた財源で効果的な介

護予防を進めるため、平成 11 年よりボランティアが高齢者を一時的に預かり、一緒に

話や食事をする宅老所を開設した。 

現在、市内で５箇所の宅老所が開設されており、その一つとして市街地の空き店舗を

活用して開設されたものが「じい＆ばぁ」である。 

活動等の概

要 

■利用概要 

面  積：107.5 ㎡  

整備内容：和室（１５畳）・喫茶コーナー・多目的トイレ 

■利用概要 

利用対象者：日常生活において見守り等の援助などが必要な 65 歳以上の方 

利 用 日 時：毎週水曜日・土曜日・日曜日の 10：00～16：00（年末年始を除く） 

■サービス概要 

送迎、ボランティアによる見守り、手作りの昼食提供（実費 200 円）、喫茶（コーヒ

ー、抹茶、紅茶各 200 円） 

■運営概要 

市が空き店舗を所有者から借り受け改装し開設した。運営は、高浜市社会福祉協議会

に委託し、社協会員であるボランティアグループ（６団体+個人）の支援を得て行っ

ている。喫茶コーナーは有志のボランティアが運営。 

活動による

効果 

●街なかの空き店舗を高齢者や地域の人々が集う宅老所として有効活用を図り、新たな

賑わいの創造と高齢者を始めとした人々の集いの場になっている。 

●昼食づくりや喫茶コーナーの運営を行っているボランティア自身もその多くは中高

年者であり、元気な限りは困っている高齢者の手助けを行っていこうというボランタ

リーな想いをベースに自らの生きがい・やりがいにもつながっている。 

●高齢化が進行していく中、街なかの温かなふれあい・支え合いのミュニティの拠点と

して機能している。 

●喫茶コーナーは、高齢者以外の人も気軽に利用でき、地域コミュニティの場、多世代

交流の場にもなっている。 

 

 

▼「じい＆ばぁ」の外観 

 

▼手作り昼食会の様子 

 

▼喫茶コーナーの様子 

 



6 

 

⑥ 
空き店舗を活用した０・１・２・歳とおとなの広場

「遊モア」 

名古屋市北区 

柳原商店街 
キーワード 空き店舗、子育て（親子の広場）、一時保育、商店街との協働 

地区の状況 柳原商店街は、商店街組合法に基づき昭和 37 年に、県下第１号、全国でも２番目の

速さで商店街振興組合が設立された商店街で、歩道上に片流れ式アーケードがあり、現

在、約 100 店舗が営業しているが、後継者不足や商店街離れなどにより、空き店舗が目

立ってきている。柳原商店街に隣接する「名城・柳原地区」は 15 年１月に政府の第５

次都市再生プロジェクトの「国有地の戦略的な都市拠点形成地区」になっている。 

この柳原商店街の片隅にあった空き店舗をＮＰＯ法人子育て支援のＮＰＯまめっこ

が借りて子育て支援活動拠点として改装して平成 15 年７月にオープンしたのが「遊モ

ア」である。 

活動等の概

要 

■背景 

開設主体のまめっこは、10 年程前から公共施設の一室を借りて就園前の幼児とそ

の親を対象にした「親子教室」を開催していた。公共施設だと様々な利用制限があっ

て使い勝手がよくないこと、「毎日あるといいのに」という利用者の声もことから常

設の広場の開設を考えていた。そこに、空き店舗対策に苦慮していた柳原商店街と出

会う機会があり、構想が一気に進展し、中小企業庁の進める「コミュニティ施設商店

街活性化事業」の県内第１号適用を受ける形で開設に至った。 

■施設概要 

面  積：約 60 ㎡（貸事務所） 

整備内容：幼児用トイレ、床暖房、離乳食やミルクを扱う授乳スペースなど 

※開設時の改修費と一年分の家賃を「コミュニティ施設商店街活性化事業」として補助を

受けているが、その後のランニングコストは自主事業費からまかなわなくてはならな

い。 

■活動概要 

「遊モア」とは親も子供ももっと遊んで欲しい、そして思わず微笑むようなユーモア

の意味を含んでいる。遊モアで行っている事業の柱は、「広場事業」と「一時保育」

の２本柱。 

「広場事業」：乳幼児（０～３歳児）とその保護者や妊婦が対象で、月・火・水・木・金

曜日の 10：00～16：00 と土曜日の 10：00～12：00。紙や木等の自然素材

のおもちゃなどで親子が気軽に遊ぶ機会を提供している。 

「一時保育」：6ヶ月から未就学児の子ども対象で、火・水・木曜日の 9：00～17：00  

活動による

効果 

●親子連れの買物客の増加や託児サービスがあることが商店街の利便性につながるこ

とが期待されることから、オープニングにあたっては、商店街関係者約 70 人が参加

し、通りにたこ焼きやたい焼きの屋台を出して祝ってくれた。 

●逆に、夏祭りで親子連れの休憩室として施設を開放したり、フリーマーケットに参加

したり遊モア側も商店街への参加協力を積極的に行っており、商店街のおかみさんの

会との交流の機会が生まれるなど、新たなコミュニティの輪が拡がり地域の活性化に

結びつきつつある。 

●商店街を通るお年寄りが気軽に声を掛けてくれるなど地域の人たちの人間関係の風

通しの良さにもつながっている。 

 
▼「親子広場」の様子 ▼フリーマーケットにも参加 ▼「遊モア」の外観 
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⑧ 
学生パワーでまちの活性化「名古屋学院大学まちづ

くりＮＰＯ人コミュ倶楽部」と「マイルポスト」 瀬戸市銀座通商店街 
キーワード 学生と大学、商店街、賑わい、まちづくり、協働、コミュニティビジネス 

地区の概況

と活動の背

景 

尾張瀬戸駅の近くにある銀座通商店街は、かつては活況を呈していたが、現在は店舗

数 66 件、空き店舗率が 18%となっている。こうした中、1998 年に、今までは旦那に商

店街のことをまかせてきたおかみさん 30 名程で女性部「銀座レディース」を立ち上げ、

バザーや縁日を手がけたところ好評で、ポジティブな空気が拡がった。こうしたイベン

トに名古屋学院大学の学生が参加し、商店街でまちなか学園祭をおこなったことから、

まちづくりに関心を持った学生達との交流が始まり、その後も駅ビルワーキンググルー

プなどで顔を合わせたり、お互いに行き交うことで、信頼関係を築いてきました。 

同じ時期、万博を契機にして商店街の活性化をしようという気運が高まり、商店街内

の人間関係や行政との協働関係を再構築していこうという動きが起き、行政からも空き

店舗対策事業の提案が出され、こうした動きと併行して学生の同好会と教員の協働組織

である「名古屋学院大学まちづくりＮＰＯ人コミュ倶楽部」が結成され空き店舗を活用

したまちづくりが本格的に始動した。 

活動等の概

要 

まずは、「人コミュ倶楽部」の事務所を開設。その後、瀬戸商工会議所が認定する「瀬

戸みやげ奨励品」等を扱う物販店にも取り組むようになり、インターネットを活用した

販路拡大を図るなど新しいコミュニティビジネスとして注目された。 

その後、愛知県商店街インターシップ事業の補助金を受け、平成 14 年９月に学生有

志の経営によりカフェ＆雑貨店「マイルポスト」を常設オープンさせた。来客数は 1 日

あたり 30～50 名程度あり、1 年間の売上は 800 万円を超える水準に達した。商店街イベ

ント時にはミニ FM 放送の運営、瀬戸市教育委員会主催のパソコン講座の受講後のフォ

ローアップサービス、自閉症の中学生の作品展の開催など多機能性のある店づくり・ま

ちづくりを展開している。 

また、「まちづくりワークキャンプ」と称して商店街で 1 週間寝泊りしながらまちづ

くりを行う活動や銀座通り商店街周辺のギャラリーを紹介した「せとギャラリーマッ

プ」の作成、瀬戸みやげ奨励品制度で知り合った企業とオリジナル商品（陶製携帯アク

セサリー）を開発し、ネット販売するなど学生ならではのコミュニティビジネスも展開

している。 

活動による

効果 

●学生ならではのチャレンジ精神やアイデアに触発される形で商店街の人々も活気付

き、各店舗が魅力ある商品を開発しそれを商店街が審査し認定することによって特色

ある店づくり、魅力ある商店街づくりを行う「一店逸品運動」を平成 15 年度から展

開するようになっている。 

●「マイルポスト」を会場に名古屋学院大学経済学部政策学科「まちづくり研究入門」

公開授業も行われるようになり、学生と地域住民の共同のまちづくり学習の場となっ

ている。 

●学生と大学、商店街、商工会議所、行政の協働によるまちづくりの幅が広がり、まち

の賑わい再生に徐々に結びつきつつある。 

 

 

▼公開授業の様子 
▼銀座通商店街空き店舗シ

ャッターイベント ▼瀬戸物まつりの賑わいとマイルポスト 
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⑨ ＴＭＯによる重要文化財のカフェとしての再生 愛知県半田市 
キーワード ＴＭＯ、重要文化財、保存・活用、手づくりの再生、人の和、地域の拠点 

重要文化財

の保存・活

用 

半田の中心市街地には、中埜半六という人の別荘であった「旧仲埜家住宅」があり、

昭和 51 年に重要文化財に指定されたイギリス風木造建造物がある。昭和 63 年までは家

政学校として使われていたが、それ以降は放置されていたため、建物の損傷がひどくな

っていた。 

建物のある商店街もまちのシンボルとなる素敵な洋館を何とかしたいという声が上

がったこともあり、何とかこの建物を有効に活用して、まちを活性化していきたいとい

うことから平成８年に研究会をスタートさせた。 

ＴＭＯ半田

による手づ

くりの再生 

半田市では、平成 11 年 3 月に中心市街地活性化基本計画を提出、その年の 11 月にＴ

ＭＯ組織、(株)タウンマネージメント半田を設立。設立当初は商業者を対象にパソコン

教室などをしていたが、平成 13 年度に何かしようということで浮上したのが旧中埜家

住宅の活用であった。 

建物の所有者である財団法人と賃貸借契約を結び、イギリス様式のカフェにすること

に決め、再生に取り掛かった。まず、周囲の植木の剪定や庭の手入れを商店街のメンバ

ーや農業高校の先生・学生にも協力してもらって行った。建物も文化庁の許される範囲

で、かつ自分たちでできる範囲の補修を行い、すべて手づくりの再生を実現した。 

また、カフェとして営業できるように、紅茶や洋菓子について研究し、現在は紅茶専

門館として地元の人にも遠方から訪れる人にも人気のある店として親しまれている。 

活動による

効果 

●商店街の人々や農業高校の学生・先生、庭の小道づくりのためにブロックを提供した

会社など建物再生の活動を通じて得た様々な人のネットワークは大きな財産である。

●館内には広い空間があり、文化祭やダンスパーティ、展覧会や講習会などが開かれる

ようになった。さらに、中埜半六邸（本邸）も再生しようということで、‘半六倶楽

部’が立ち上がり、新たな活動が進められている。 

●このように建物の再生を通して、人の和が形成され、生まれ変わった建物が街なかの

生活・文化活動の拠点になっている。 

写真  

 

 

 

 

 

 

▲手作りによる庭の再生 

▼店内の様子 
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向日市産業振興のための事業者意向調査のお願い

時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

事業者の皆様には、日頃から市政にご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

さて、本市では現在、円高や原油価格の高騰など、事業者の皆様を取り巻く厳しい状況を踏ま

え、幅広い産業の振興を図るため「産業戦略プラン」の策定に取り組んでいます。

本アンケート調査は、このプランの基礎資料とするために、現在の企業活動の現状や課題を把

握するとともに、市で計画しておりますＪＲ向日町駅の改築や東口駅前広場の設置、アクセス道

路の整備などについて事業者の皆様のお考えをお聞きするものです。

つきましては、ご多忙中、誠に恐縮に存じますが、本調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力くだ

さいますようお願い申し上げます。

なお、ご記入の内容につきましては、統計的に処理し、他の目的に使用することは一切ござい

ませんので、日頃のお考えや今後のご意向などを率直にご記入くださいますようお願いいたしま

す。

平成 20 年 7 月

向日市長

【調査票のご記入についての注意】

1、このアンケートは、無記名でお答えください。

2、原則として、実際に事業をされている方もしくは事業所（支店・営業所）

の代表者がご記入ください。

3、ご記入いただいた調査票は、平成 20 年 8 月 29 日（金）までに、同封の専

用封筒に入れて、ご返送ください。（切手は、不要です。）

4、アンケートの集計結果につきましては、向日市ホームページに掲載いたし

ます。

向日市ホームページアドレス http://www.city.muko.kyoto.jp/

5、この調査票についてのお問合せは、下記までお願いいたします。

向日市 建設産業部 産業振興課 商工観光係（担当；坂野、髙岸）

〒617-8665 向日市寺戸町中野 20 番地

TEL 075－931－1111(代表) 【内線：239・241】

FAX 075－922－6587





《問2》 あなたの年齢は。（1つ選択） ・・・

1、19歳以下 2、20歳代 3、30歳代 4、40歳代

5、50歳代 6、60歳代 7、70歳代以上

《問3》 あなたの性別は。 ・・・

1、男性 2、女性

《問4》 あなたの立場は。（1つ選択） ・・・

1、事業主⇒（問5へ）

2、事業所の代表者（支店長、工場長等）⇒（問8へ）

3、事業所の運営部署の担当者⇒（問8へ）

4、その他（具体的に ）⇒（問8へ）

【事業主の方についてお伺いします。】

《問5》 問4で［1］とお答えの方にお伺いします。あなたが事業（今の生業）をはじめよ
う（継ごう）と思った最も大きな理由は何ですか。（1つ選択）

・・・

1、先代あるいは前からやっていて、自分でも継ぎたかった

2、先代あるいは前からやっているので、普通に継いだ

3、以前からその事業をやりたかった(向いていると思った)から

4、ビジネスとして成長が期待できると思ったから

5、伝統文化や技能を守りたいと思ったから

6、特に理由はない

7、その他(具体的に: )

《問6》 家計を維持するうえで、事業所経営以外から収入を得ていますか。 ・・・

1、はい(兼業) 2、いいえ（専業）

2



《問7》 事業の後継ぎ(後継者)はいらっしゃいますか。（1つ選択）
※後継ぎは身内に限らず、事業を継いでくれる人ならどなたでも

・・・

1、いる

2、いない

3、希望はあるが、継いでくれるかどうかわからない

4、代表者は本社等から派遣される

【事業の状況についてお伺いします。】

《問8》 今の場所で事業をはじめたのはいつ頃からですか。（1つ選択）
なお、［2～4］を選ばれた場合、あてはまる数字を（ ）内にご記入ください。

・・・

1、明治以前

2、大正 （ ）年ごろ

3、昭和 （ ）年ごろ

4、平成 （ ）年ごろ

《問9》 貴社の売上に占める主要部門（最も割合の高いもの）は次のうちどれですか。
（1つ選択）※向日市内の事業所でお答えください。

・・・

1、食料品 2、繊維、衣服 3、木材・木製品

4、家具・装備品 5、パルプ・紙・紙加工 6、出版・印刷

7、化学 8、プラスチック製品 9、皮革、同製品

10、窯業・土石製品 11、金属製品 12、情報通信

13、一般機械器具 14、電気機械器具 15、輸送用機械器具

16、精密機械器具 17、その他の製造業（具体的に ）

18、輸送業 19、建築業 20、自動車販売・修理

21、卸売業（具体的に ） 22、小売業（具体的に ）

23、その他（具体的に ）

《問10》 向日市に立地する施設の主な機能は何ですか。あてはまるものを全て選ん
でください。

・・・

1、本社 2、生産 3、研究開発 4、営業販売

5、その他(具体的に )
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《問11》 企業の経営形態は。（1つ選択） ・・・

1、株式会社 2、個人経営

3、その他(具体的に ）

《問12》 建物及び土地の所有はどのような形態ですか。（1つ選択） ・・・

1、土地、建物とも所有 2、土地は借地、建物は所有

3、土地は所有、建物は借家 4、土地、建物とも借家、借地

《問13》 従業者数は何人ですか。（1つ選択）
※家族、常勤、パート、アルバイト、派遣などの合計

・・・

1、1～4人 2、5～9人 3、10～19人 4、20～29人 5、30～49人

6、50～99人 7、100～199人 8、200～299人 9、300人以上

《問14》 事業所の従業者はどのようになっていますか。（1つ選択） ・・・

1、家族のみ⇒(問16へ)

2、常勤の従業者のみを雇用

3、パート・アルバイト・派遣のみを雇用

4、常勤の従業者とパート・アルバイト・派遣等のどちらも雇用

《問15》 問14で[2～4]とお答えの方にお伺いします。従業者のうち、向日市内の雇用
はおよそ何％くらいですか。およその数字を選んで、常勤、非常勤(パート・アルバイ
ト・派遣等)に分けてご記入ください。(それぞれ1つ選択)

○常勤の従業者の占める割合は？ ・・・

1、いない 2、およそ0～25% 3、およそ26～50%

4、およそ51～75% 5、およそ76～100%

○非常勤の従業者の占める割合は？ ・・・

1、いない 2、およそ0～25% 3、およそ26～50%

4、およそ51～75% 5、およそ76～100%
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【経営状況についてお伺いします。】 ※（問16～問21については、ここ2～3年の状況）

《問16》 年間の出荷額は？（1つ選択） ・・・

1、増えた 2、変わらない 3、減った

《問17》 取引先(顧客)一件当たりの出荷額(顧客単価)は？（1つ選択） ・・・

1、増えた 2、変わらない 3、減った

《問18》 新規顧客数は？（1つ選択） ・・・

1、増えた 2、変わらない 3、減った

《問19》 取引先(顧客)のうち、長期的なお得意先の数は？（1つ選択） ・・・

1、増えた 2、変わらない 3、減った

《問20》 経費は？（1つ選択） ・・・

1、増えた 2、変わらない 3、減った

《問21》 年間の利益は？（1つ選択） ・・・

1、増えた 2、変わらない 3、減った

《問22》 あなたの事業所の関連する業界全体の将来性について、どのようにお考え
ですか。（1つ選択）

・・・

1、今後、大きな成長が期待できる

2、ある程度の成長が期待できる

3、成長はそれほど期待できない

4、ある程度の減退が予想される

5、大幅な減退が予想される

6、わからない
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【周辺環境及び立地場所についてお伺いします。】

《問23》 今の場所で事業をはじめた理由は何ですか。大きな理由を2つ以内で選ん
でください。

・・・

1、先代あるいは前からやっているから

2、適当な大きさの用地だったから

3、事業所の取得や賃貸に際して値段が手頃だったから

4、今の場所、あるいはまちに愛着があったから

5、交通や環境など、立地条件が魅力的だったから

6、特に理由はない

7、その他(具体的に )

・・・

《問24》 今の場所の周辺環境について、どのようにお考えですか。（ここ5年間程度） ・・・

1、変わった
（具体的に ）

2、変わらない

《問25》 今後周辺環境を改善するために、どのような対策が必要とお考えですか。

《問26》 今の場所について、他の場所より優れていると考えていることは、何ですか。
特に大きな理由を優先順に3つ以内で選んでください。

・・・
1

1、交通利便性の良さ 2、公共交通機関へのアクセス

3、業者間の連携 4、資金調達機能

5、企業の集積度合い 6、中核企業の存在

7、周辺道路関連のインフラ 8、用水・排水等の水関連のインフラ

9、電力関連インフラ 10、情報インフラ（ブロードバンド等）

11、質の高い住環境 12、医療サービス

13、福祉サービス 14、文化・商業施設

15、市の魅力・活力

16、その他（具体的に ）

17、特にない

・・・

・・・

2

3
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《問27》 今の場所について、他の場所より劣っていると考えていることは、何ですか。
特に大きな理由を優先順に3つ以内で選んでください。

・・・

1

1、交通利便性 2、公共交通機関へのアクセス

3、業者間の連携 4、資金調達機能

5、企業の集積度合い 6、中核企業の存在

7、周辺道路関連のインフラ 8、用水・排水等の水関連のインフラ

9、電力関連インフラ 10、情報インフラ（ブロードバンド等）

11、住環境の質 12、医療サービス

13、福祉サービス 14、文化・商業施設

15、市の魅力・活力

16、その他（具体的に ）

17、特にない

・・・

・・・

2

3

【事業運営についてお伺いします。】

《問28》 あなたの事業所が今、あるいは今後、大きな問題になると考えていることは
何ですか。主なものを優先順に3つ以内で選んでください。

・・・

1

1、交通利便性の悪さ 2、敷地の狭さ

3、施設・設備の老朽化 4、設備投資等の資金不足

5、固定資産税など税金の問題 6、土地利用上の各種規制

7、技術力の不十分さ 8、周辺地域とのトラブル

9、新たな製品開発や企画力の弱さ 10、情報化対応の遅れ

11、後継者の確保 12、マーケティングの弱さ

13、海外、他産地との競合の激化 14、物流・在庫・人件費コストの増大

15、その他(具体的に )

16、特にない

・・・

・・・

2

3
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《問29》 現在の向日市内の事業所について、今後、どのようにしようとお考えです
か。(1つ選択)

・・・

1、今後とも今の場所で事業を続けたい

2、当面、今の場所で事業を続けたい

3、よい場所があれば移りたい

4、今の場所で続けたいが、良い場所があれば新規の進出もしたい

5、近いうちに廃業したい

6、将来的には廃業したい

7、後継者に任せる

8、わからない

《問30》 問29で[1～4]とお答えの方にお聞きします。事業を続けていくうえで、どのよ
うな展開をしたいとお考えですか。主なものを優先順に2つ以内で選んでください。

・・・

1

1、既存分野の関連製品の開発など多角化

2、新規分野への進出

3、業種や業態の一部転換（再編成）

4、業種や業態の大幅な転換（再編成）

5、同業種・異業種の連携

6、海外への積極的な展開などグローバル化

7、マーケティングの強化

8、物流の強化・再構築

9、特許など知的財産権取得への取組み

10、今のままで良い

11、わからない

・・・

2
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《問31》 職場でできる環境問題などへの取組みで、何かお考えのことはありますか。
あてはまるものを全て選んでください。

・・・

1、ＩＳＯ認定取得 2、ソーラーシステムへの転換

3、ゴミゼロ運動 4、近場の公共交通機関利用

5、アイドリングストップ 6、クーラー温度の高め設定

7、不用電灯の消灯励行 8、再生紙の利用や使用済コピー等の裏面再利用

9、ノー（マイ）カーデーの実施 10、節電・節水関連備品等の使用

11、その他（具体的に ）

12、特に何もしていない

《問32》 あなたの事業所では、商工会・工業会などの活動のほか、独自に他の事業
所との共同事業や協力した取り組みを行っていますか。あてはまるものを全て選んで
ください。

・・・

1、同業種との素材などの共同購入などを行っている

2、同業種との共同受注や共同配送を行っている

3、同業種との施設や設備、機器の共同購入や共同利用を行っている

4、他業種との素材などの共同購入や共同配送を行っている

5、他業種との施設や設備、機器の共同購入や共同利用を行っている

6、勉強会や研究会活動などに取り組んでいる

7、新しい製品開発やデザイン化などに共同で取り組んでいる

8、情報発信や会社のPR活動を共同で行っている

9、その他(具体的に )

10、特に何もしていない
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《問33》 向日市での産業振興を考えるうえで、今後、特にどのような支援や施策が必
要だとお考えですか。主なものを優先順に3つ以内で選んでください。

・・・

1

1、ハード、ソフトの情報インフラの充実

2、人材、後継者の育成

3、道路交通基盤の整備

4、土地や建物に関する各種規制の緩和

5、優遇融資制度の充実

6、企業間の交流・連携の強化

7、企業立地促進（企業誘致等）による産業集積

8、各種学校等との産学交流の強化

9、経営指導等の強化

10、技術・商品開発の促進

11、その他（具体的に ）

12、特に新たな展開をする必要はない

13、わからない

・・・

・・・

2

3

【原油高の影響についてお伺いします。】

《問34》 最近の、原油高による事業経営への影響について、お伺いします。
（１つ選択）

・・・

1、大きく経営圧迫している ⇒（問35へ）

2、ある程度経営圧迫している ⇒（問35へ）

3、影響は少ない

4、ほとんど影響はない

5、その他（具体的に ）
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《問35》 問34で[1、2]とお答えの方にお伺いします。どのようなことが、経営を圧迫して
いますか。（１つ選択）

・・・

1、原材料費の高騰による製造品コストの増大

2、製造に係る石油系燃料の高騰によるコスト増大

3、光熱水費等の経常経費の増大

4、製造品価格の上昇による受注減

5、輸送経費の増大

6、その他（具体的に ）

※問36～41について、具体的なご意見を枠内に書ききれない場合は、余白にご記入
いただいて結構です。

《問36》 このような計画があることをご存知でしたか。（１つ選択） ・・・

1、知っている。

2、知らない。

3、その他（具体的に ）

《問37》 あなたの事業所にお勤めの方は、JR向日町駅（西口）を常時利用されていま
すか。（１つ選択）

・・・

1、大半が利用している。

2、一部の従業員が利用している。

3、ほとんど利用していない ⇒ (問38)

《問38》 問37において[3]とお答えの方にお伺いします。その理由をご記入ください。
（例）他の交通手段の利用など

【市では、ＪＲ向日町駅のバリアフリー化に併せ、駅の東口に駅前広場を整備し、東西
を自由通路で結ぶ橋上駅化の計画を検討しています。そこでお伺いします。】
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《問39》 JR向日町駅の東口駅前広場を整備することについて、お伺いします。
（１つ選択）

・・・

1、整備したほうが良い

2、今のままで良い

3、どちらとも言えない

4、その他（具体的に ）

《問40》 問39で、そのようにお考えになった理由は何ですか。（１つ選択） ・・・

1、通勤者の利便性・安全性が高まるから

2、公共交通機関（バス等）の運行路線が拡大するから

3、駅周辺が活気づくから

4、費用対効果が期待できないから

5、現状で満足であるから

6、特に興味・関心がない、または関係がないから

7、その他（具体的に ）

《問41》 JR向日町駅東南部に広がる農地の土地利用について、今後どのようにお考
えですか。主なものを優先順に２つ以内で選んでください。

・・・
1

1、駅へのアクセス道路など道路交通基盤の整備を優先すべきだ

2、土地や建物に関する各種規制の緩和が重要だ

3、ハード、ソフトの情報インフラの整備が進んでいく

4、住宅開発が進む

5、企業立地の可能性が高まる

6、小売店舗等商業施設が増える

7、農地として保全していくべきだ

8、特に、何もすることはない

9、その他（具体的に ）

・・・

2
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【その他自由意見】 （どんなことでも、結構です。）

ご協力ありがとうございました。
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《問1》 エリア立地（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

A 1 1 0 0

B 18 18 0 0

C 1 1 0 0

D 25 25 0 0

E 15 15 0 0

F 0 0 0 0

G 7 7 0 0

合計 67 67 0 0

《問2》 あなたの年齢は。（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、19歳以下 0 0 0 0

2、20歳代 1 1 0 0

3、30歳代 9 9 0 0

4、40歳代 15 15 0 0

5、50歳代 23 23 0 0

6、60歳代 21 21 0 0

7、70歳代以上 7 7 0 0

合計 76 76 0 0

《問3》 あなたの性別は。 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、男性 72 72 0 0

2、女性 5 5 0 0

合計 77 77 0 0

《問4》 あなたの立場は。（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、事業主 44 44 0 0

2、事業所の代表者（支店長、工場長等) 18 18 0 0

3、事業所の運営部署の担当者 8 8 0 0

4、その他（具体的に） 5 5 0 0

合計 75 75 0 0



【事業主の方についてお伺いします。】

《問5》 問4で［1］とお答えの方にお伺いします。あなたが事業（今の生業）を
はじめよう（継ごう）と思った最も大きな理由は何ですか。（1つ選択）

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、先代あるいは前からやっていて、自分でも継ぎたかった 6 6 0 0

2、先代あるいは前からやっているので、普通に継いだ 13 13 0 0

3、以前からその事業をやりたかった(向いていると思った)から 13 13 0 0

4、ビジネスとして成長が期待できると思ったから 5 5 0 0

5、伝統文化や技能を守りたいと思ったから 1 1 0 0

6、特に理由はない 3 3 0 0

7、その他(具体的に) 3 3 0 0

合計 44 44 0 0

《問6》 家計を維持するうえで、事業所経営以外から収入を得ていますか。 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、はい(兼業) 7 7 0 0

2、いいえ（専業） 38 38 0 0

合計 45 45 0 0

《問7》 事業の後継ぎ(後継者)はいらっしゃいますか。（1つ選択）
※後継ぎは身内に限らず、事業を継いでくれる人ならどなたでも

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、いる 22 22 0 0

2、いない 15 15 0 0

3、希望はあるが、継いでくれるかどうかわからない 7 7 0 0

4、代表者は本社等から派遣される 2 2 0 0

合計 46 46 0 0



【事業の状況についてお伺いします。】

《問8》 今の場所で事業をはじめたのはいつ頃からですか。（1つ選択）
なお、［2～4］を選ばれた場合、あてはまる数字を（ ）内にご記入ください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、明治以前 2 2 0 0

2、大正 （ ）年ごろ 0 0 0 0

3、昭和 （ ）年ごろ 54 54 0 0

4、平成 （ ）年ごろ 21 21 0 0

合計 77 77 0 0

《問9》 貴社の売上に占める主要部門（最も割合の高いもの）は次のうちどれ
ですか。（1つ選択）※向日市内の事業所でお答えください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、食料品 5 5 0 0

2、繊維、衣服 5 5 0 0

3、木材・木製品 5 5 0 0

4、家具・装備品 2 2 0 0

5、パルプ・紙・紙加工 0 0 0 0

6、出版・印刷 0 0 0 0

7、化学 1 1 0 0

8、プラスチック製品 1 1 0 0

9、皮革、同製品 0 0 0 0

10、窯業・土石製品 2 2 0 0

11、金属製品 3 3 0 0

12、情報通信 1 1 0 0

13、一般機械器具 2 2 0 0

14、電気機械器具 6 6 0 0

15、輸送用機械器具 0 0 0 0

16、精密機械器具 4 4 0 0

17、その他の製造業（具体的に） 2 2 0 0

18、輸送業 5 5 0 0

19、建築業 6 6 0 0

20、自動車販売・修理 3 3 0 0

21、卸売業（具体的に） 2 2 0 0

22、小売業（具体的に） 4 4 0 0

23、その他（具体的に） 17 17 0 0

合計 76 76 0 0



《問10》 向日市に立地する施設の主な機能は何ですか。あてはまるものを全
て選んでください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、本社 36 36 0 0

2、生産 25 25 0 0

3、研究開発 10 10 0 0

4、営業販売 37 37 0 0

5、その他(具体的に) 16 16 0 0

合計 124 124 0 0

《問11》 企業の経営形態は。（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、株式会社 55 55 0 0

2、個人経営 10 10 0 0

3、その他(具体的に） 12 12 0 0

合計 77 77 0 0

《問12》 建物及び土地の所有はどのような形態ですか。（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、土地、建物とも所有 57 57 0 0

2、土地は借地、建物は所有 7 7 0 0

3、土地は所有、建物は借家 1 1 0 0

4、土地、建物とも借家、借地 13 13 0 0

合計 78 78 0 0



《問13》 従業者数は何人ですか。（1つ選択）
※家族、常勤、パート、アルバイト、派遣などの合計

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、1～4人 18 18 0 0

2、5～9人 23 23 0 0

3、10～19人 12 12 0 0

4、20～29人 7 7 0 0

5、30～49人 8 8 0 0

6、50～99人 6 6 0 0

7、100～199人 1 1 0 0

8、200～299人 1 1 0 0

9、300人以上 1 1 0 0

合計 77 77 0 0

《問14》 事業所の従業者はどのようになっていますか。（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、家族のみ 14 14 0 0

2、常勤の従業者のみを雇用 20 20 0 0

3、パート・アルバイト・派遣のみを雇用 1 1 0 0

4、常勤の従業者とパート・アルバイト・派遣等のどちらも雇用 42 42 0 0

合計 77 77 0 0

《問15》 問14で[2～4]とお答えの方にお伺いします。従業者のうち、向日市
内の雇用はおよそ何％くらいですか。およその数字を選んで、常勤、非常勤
(パート・アルバイト・派遣等)に分けてご記入ください。(それぞれ1つ選択)

○常勤の従業者の占める割合は？ 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、いない 10 10 0 0

2、およそ0～25% 30 30 0 0

3、およそ26～50% 13 13 0 0

4、およそ51～75% 6 6 0 0

5、およそ76～100% 7 7 0 0

合計 66 66 0 0



○非常勤の従業者の占める割合は？ 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、いない 38 38 0 0

2、およそ0～25% 15 15 0 0

3、およそ26～50% 8 8 0 0

4、およそ51～75% 3 3 0 0

5、およそ76～100% 1 1 0 0

合計 65 65 0 0

【経営状況についてお伺いします。】
※（問16～問21については、ここ2～3年の状況）

《問16》 年間の出荷額は？（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、増えた 19 19 0 0

2、変わらない 25 25 0 0

3、減った 29 29 0 0

合計 73 73 0 0

《問17》 取引先(顧客)一件当たりの出荷額(顧客単価)は？（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、増えた 11 11 0 0

2、変わらない 24 24 0 0

3、減った 39 39 0 0

合計 74 74 0 0

《問18》 新規顧客数は？（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、増えた 27 27 0 0

2、変わらない 29 29 0 0

3、減った 18 18 0 0

合計 74 74 0 0



《問19》 取引先(顧客)のうち、長期的なお得意先の数は？（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、増えた 12 12 0 0

2、変わらない 41 41 0 0

3、減った 22 22 0 0

合計 75 75 0 0

《問20》 経費は？（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、増えた 42 42 0 0

2、変わらない 22 22 0 0

3、減った 12 12 0 0

合計 76 76 0 0

《問21》 年間の利益は？（1つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、増えた 11 11 0 0

2、変わらない 23 23 0 0

3、減った 41 41 0 0

合計 75 75 0 0

《問22》 あなたの事業所の関連する業界全体の将来性について、どのように
お考えですか。（1つ選択）

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、今後、大きな成長が期待できる 2 2 0 0

2、ある程度の成長が期待できる 24 24 0 0

3、成長はそれほど期待できない 19 19 0 0

4、ある程度の減退が予想される 21 21 0 0

5、大幅な減退が予想される 6 6 0 0

6、わからない 3 3 0 0

合計 75 75 0 0



【周辺環境及び立地場所についてお伺いします。】

《問23》 今の場所で事業をはじめた理由は何ですか。大きな理由を2つ以内
で選んでください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、先代あるいは前からやっているから 23 23 0 0

2、適当な大きさの用地だったから 33 33 0 0

3、事業所の取得や賃貸に際して値段が手頃だったから 14 14 0 0

4、今の場所、あるいはまちに愛着があったから 9 9 0 0

5、交通や環境など、立地条件が魅力的だったから 25 25 0 0

6、特に理由はない 13 13 0 0

7、その他(具体的に) 7 7 0 0

合計 124 124 0 0

《問24》 今の場所の周辺環境について、どのようにお考えですか。（ここ5年
間程度）

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、変わった（具体的に） 32 32 0 0

2、変わらない 43 43 0 0

合計 75 75 0 0

《問25》 今後周辺環境を改善するために、どのような対策が必要とお考えで
すか。



《問26》 今の場所について、他の場所より優れていると考えていることは、何
ですか。特に大きな理由を優先順に3つ以内で選んでください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、交通利便性の良さ 42 34 7 1

2、公共交通機関へのアクセス 17 5 12 0

3、業者間の連携 12 4 6 2

4、資金調達機能 2 0 1 1

5、企業の集積度合い 7 3 1 3

6、中核企業の存在 4 1 2 1

7、周辺道路関連のインフラ 18 8 7 3

8、用水・排水等の水関連のインフラ 2 0 1 1

9、電力関連インフラ 0 0 0 0

10、情報インフラ（ブロードバンド等） 0 0 0 0

11、質の高い住環境 5 1 1 3

12、医療サービス 2 0 1 1

13、福祉サービス 1 1 0 0

14、文化・商業施設 6 1 1 4

15、市の魅力・活力 5 0 2 3

16、その他（具体的に） 3 0 2 1

17、特にない 24 16 3 5

合計 150 74 47 29

《問27》 今の場所について、他の場所より劣っていると考えていることは、何
ですか。特に大きな理由を優先順に3つ以内で選んでください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、交通利便性 13 12 0 1

2、公共交通機関へのアクセス 32 21 9 2

3、業者間の連携 9 2 6 1

4、資金調達機能 3 1 1 1

5、企業の集積度合い 12 8 2 2

6、中核企業の存在 10 2 5 3

7、周辺道路関連のインフラ 21 14 6 1

8、用水・排水等の水関連のインフラ 7 0 5 2

9、電力関連インフラ 1 0 0 1

10、情報インフラ（ブロードバンド等） 1 0 1 0

11、住環境の質 11 2 6 3

12、医療サービス 5 0 3 2

13、福祉サービス 2 0 1 1

14、文化・商業施設 6 0 1 5

15、市の魅力・活力 16 2 6 8

16、その他（具体的に） 5 4 0 1

17、特にない 16 9 3 4

合計 170 77 55 38



【事業運営についてお伺いします。】

《問28》 あなたの事業所が今、あるいは今後、大きな問題になると考えている
ことは何ですか。主なものを優先順に3つ以内で選んでください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、交通利便性の悪さ 6 4 1 1

2、敷地の狭さ 22 12 8 2

3、施設・設備の老朽化 30 21 7 2

4、設備投資等の資金不足 13 5 5 3

5、固定資産税など税金の問題 11 5 4 2

6、土地利用上の各種規制 13 3 4 6

7、技術力の不十分さ 6 4 1 1

8、周辺地域とのトラブル 2 0 2 0

9、新たな製品開発や企画力の弱さ 8 0 5 3

10、情報化対応の遅れ 2 0 1 1

11、後継者の確保 9 3 2 4

12、マーケティングの弱さ 13 4 4 5

13、海外、他産地との競合の激化 7 0 2 5

14、物流・在庫・人件費コストの増大 19 3 6 10

15、その他(具体的に) 3 2 1 0

16、特にない 14 11 2 1

合計 178 77 55 46

《問29》 現在の向日市内の事業所について、今後、どのようにしようとお考え
ですか。(1つ選択)

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、今後とも今の場所で事業を続けたい 28 28 0 0

2、当面、今の場所で事業を続けたい 18 18 0 0

3、よい場所があれば移りたい 9 9 0 0

4、今の場所で続けたいが、良い場所があれば新規の進出もしたい 12 12 0 0

5、近いうちに廃業したい 1 1 0 0

6、将来的には廃業したい 3 3 0 0

7、後継者に任せる 1 1 0 0

8、わからない 4 4 0 0

合計 76 76 0 0



《問30》 問29で[1～4]とお答えの方にお聞きします。事業を続けていくうえ
で、どのような展開をしたいとお考えですか。主なものを優先順に2つ以内で
選んでください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、既存分野の関連製品の開発など多角化 28 26 2 0

2、新規分野への進出 11 10 1 0

3、業種や業態の一部転換（再編成） 15 6 9 0

4、業種や業態の大幅な転換（再編成） 3 2 1 0

5、同業種・異業種の連携 13 3 10 0

6、海外への積極的な展開などグローバル化 5 1 4 0

7、マーケティングの強化 18 10 8 0

8、物流の強化・再構築 7 1 6 0

9、特許など知的財産権取得への取組み 3 0 3 0

10、今のままで良い 6 6 0 0

11、わからない 5 4 1 0

合計 114 69 45 0

《問31》 職場でできる環境問題などへの取組みで、何かお考えのことはあり
ますか。あてはまるものを全て選んでください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、ＩＳＯ認定取得 11 11 0 0

2、ソーラーシステムへの転換 9 9 0 0

3、ゴミゼロ運動 18 18 0 0

4、近場の公共交通機関利用 7 7 0 0

5、アイドリングストップ 25 25 0 0

6、クーラー温度の高め設定 46 46 0 0

7、不用電灯の消灯励行 52 52 0 0

8、再生紙の利用や使用済コピー等の裏面再利用 49 49 0 0

9、ノー（マイ）カーデーの実施 3 3 0 0

10、節電・節水関連備品等の使用 35 35 0 0

11、その他（具体的に） 3 3 0 0

12、特に何もしていない 8 8 0 0

合計 266 266 0 0



《問32》 あなたの事業所では、商工会・工業会などの活動のほか、独自に他
の事業所との共同事業や協力した取り組みを行っていますか。あてはまるも
のを全て選んでください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、同業種との素材などの共同購入などを行っている 6 6 0 0

2、同業種との共同受注や共同配送を行っている 3 3 0 0

3、同業種との施設や設備、機器の共同購入や共同利用を行っている 2 2 0 0

4、他業種との素材などの共同購入や共同配送を行っている 1 1 0 0

5、他業種との施設や設備、機器の共同購入や共同利用を行っている 2 2 0 0

6、勉強会や研究会活動などに取り組んでいる 22 22 0 0

7、新しい製品開発やデザイン化などに共同で取り組んでいる 7 7 0 0

8、情報発信や会社のPR活動を共同で行っている 5 5 0 0

9、その他(具体的に) 1 1 0 0

10、特に何もしていない 39 39 0 0

合計 88 88 0 0

《問33》 向日市での産業振興を考えるうえで、今後、特にどのような支援や
施策が必要だとお考えですか。主なものを優先順に3つ以内で選んでくださ
い。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、ハード、ソフトの情報インフラの充実 5 2 1 2

2、人材、後継者の育成 14 9 4 1

3、道路交通基盤の整備 42 29 10 3

4、土地や建物に関する各種規制の緩和 17 8 8 1

5、優遇融資制度の充実 25 5 16 4

6、企業間の交流・連携の強化 10 2 4 4

7、企業立地促進（企業誘致等）による産業集積 18 3 3 12

8、各種学校等との産学交流の強化 5 0 1 4

9、経営指導等の強化 1 1 0 0

10、技術・商品開発の促進 9 2 2 5

11、その他（具体的に） 0 0 0 0

12、特に新たな展開をする必要はない 1 1 0 0

13、わからない 13 12 1 0

合計 160 74 50 36



【原油高の影響についてお伺いします。】

《問34》 最近の、原油高による事業経営への影響について、お伺いします。
（１つ選択）

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、大きく経営圧迫している 16 16 0 0

2、ある程度経営圧迫している 47 47 0 0

3、影響は少ない 9 9 0 0

4、ほとんど影響はない 3 3 0 0

5、その他（具体的に） 1 1 0 0

合計 76 76 0 0

《問35》 問34で[1、2]とお答えの方にお伺いします。どのようなことが、経営を
圧迫していますか。（１つ選択）

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、原材料費の高騰による製造品コストの増大 32 32 0 0

2、製造に係る石油系燃料の高騰によるコスト増大 6 6 0 0

3、光熱水費等の経常経費の増大 3 3 0 0

4、製造品価格の上昇による受注減 6 6 0 0

5、輸送経費の増大 14 14 0 0

6、その他（具体的に） 6 6 0 0

合計 67 67 0 0

【市では、ＪＲ向日町駅のバリアフリー化に併せ、駅の東口に駅前広場を整
備し、東西を自由通路で結ぶ橋上駅化の計画を検討しています。そこでお
伺いします。】

※問36～41について、具体的なご意見を枠内に書ききれない場合は、余白
にご記入いただいて結構です。

《問36》 このような計画があることをご存知でしたか。（１つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、知っている 23 23 0 0

2、知らない 52 52 0 0

3、その他（具体的に） 2 2 0 0

合計 77 77 0 0



《問37》 あなたの事業所にお勤めの方は、JR向日町駅（西口）を常時利用さ
れていますか。（１つ選択）

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、大半が利用している 5 5 0 0

2、一部の従業員が利用している 20 20 0 0

3、ほとんど利用していない 49 49 0 0

合計 74 74 0 0

《問38》 問37において[3]とお答えの方にお伺いします。その理由をご記入く
ださい。 （例）他の交通手段の利用など

《問39》 JR向日町駅の東口駅前広場を整備することについて、お伺いしま
す。（１つ選択）

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、整備したほうが良い 50 50 0 0

2、今のままで良い 7 7 0 0

3、どちらとも言えない 21 21 0 0

4、その他（具体的に） 0 0 0 0

合計 78 78 0 0

《問40》 問39で、そのようにお考えになった理由は何ですか。（１つ選択） 合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、通勤者の利便性・安全性が高まるから 14 14 0 0

2、公共交通機関（バス等）の運行路線が拡大するから 5 5 0 0

3、駅周辺が活気づくから 29 29 0 0

4、費用対効果が期待できないから 9 9 0 0

5、現状で満足であるから 5 5 0 0

6、特に興味・関心がない、または関係がないから 11 11 0 0

7、その他（具体的に） 3 3 0 0

合計 76 76 0 0



《問41》 JR向日町駅東南部に広がる農地の土地利用について、今後どのよ
うにお考えですか。主なものを優先順に２つ以内で選んでください。

合計 優先順位① 優先順位② 優先順位③

1、駅へのアクセス道路など道路交通基盤の整備を優先すべきだ 39 38 1 0

2、土地や建物に関する各種規制の緩和が重要だ 16 5 11 0

3、ハード、ソフトの情報インフラの整備が進んでいく 5 3 2 0

4、住宅開発が進む 11 8 3 0

5、企業立地の可能性が高まる 22 4 18 0

6、小売店舗等商業施設が増える 5 0 5 0

7、農地として保全していくべきだ 14 13 1 0

8、特に、何もすることはない 7 3 4 0

9、その他（具体的に） 0 0 0 0

合計 119 74 45 0

【その他自由意見】 （どんなことでも、結構です。）

ご協力ありがとうございました。



《問4》 あなたの立場は。（1つ選択）

4、その他（具体的に） ○ 事務長

○ 事務

○ 代表取締役

【事業主の方についてお伺いします。】

《問5》 問4で［1］とお答えの方にお伺いします。あなたが事業
（今の生業）をはじめよう（継ごう）と思った最も大きな理由は何
ですか。（1つ選択）

7、その他(具体的に) ○ 状況的（前会社の不況）に独立

○ サラリーマンからの脱却

【事業の状況についてお伺いします。】

《問8》 今の場所で事業をはじめたのはいつ頃からですか。
（1つ選択）
なお、［2～4］を選ばれた場合、あてはまる数字を（ ）内にご
記入ください。

3、昭和 （ ）年ごろ ○ 1～10(1)

○ 11～15(2)

○ 30～39(8)

○ 40～49(17)

○ 50～54(11)

○ 55～59(5)

○ 60～63(8)

4、平成 （ ）年ごろ ○ 1～4(7)

○ 5～9(3)

○ 10～14(7)

○ 15(2)

○ 16(1)

○ 17(1)

年数（件数）

意見

意見



《問9》 貴社の売上に占める主要部門（最も割合の高いもの）
は次のうちどれですか。（1つ選択）
※向日市内の事業所でお答えください。

17、その他の製造業（具体的に） ○ 設備機械（ロール）

21、卸売業（具体的に） ○ 竹製品

○ 製造業

22、小売業（具体的に） ○ 建築金物、大工道具、機械工具など

○ 建設機械販売修理

○ ガス器具

23、その他（具体的に） ○ 銀行業務・金融業（4）

○ 倉庫業、倉庫・物流（2）

○ 建設業(2)

○ 保管業

○ 産業廃棄物収集運搬業および輸送業

○ アミューズメント

○ アルミケージ製造販売

○ 廃棄物処理業

○ 飲食業

《問10》 向日市に立地する施設の主な機能は何ですか。あ
てはまるものを全て選んでください。

5、その他(具体的に) ○ 支店

○ 保管業

○ 電機設計、製造組立

○ 営業所

○ 下水道洗浄業務（浚渫清掃）

○ 倉庫建物

○ 駐車場

○ 物流倉庫

○ 営業所及び資材置場

○ 自転車販売修理

○ 資材センター

○ 染色加工

○ 工場

○ 金融機関

意見（件数）

意見



《問11》 企業の経営形態は。（1つ選択）

3、その他(具体的に） ○ 有限会社（9）

○ 信用金庫

○ 協同組織

《問13》 従業者数は何人ですか。（1つ選択）
※家族、常勤、パート、アルバイト、派遣などの合計

○ 現在は、従事者はいません。

【周辺環境及び立地場所についてお伺いします。】

《問23》 今の場所で事業をはじめた理由は何ですか。大きな
理由を2つ以内で選んでください。

7、その他(具体的に) ○ 兄の会社の敷地の一部を借りた

○ 本部の店舗計画方針により

○ 自宅

○ 先祖から向日市に在住

○
京都市内では、適当な大きさの土地が見つからな
かったから

《問24》 今の場所の周辺環境について、どのようにお考えで
すか。（ここ5年間程度）

1、変わった（具体的に） ○ 住宅が増えた(3)

○ 競合店が出店(2)

○ 商店が少なくなった

○ 建物が増えた

○ 農地が減った

○
店舗、営業所等事業所が減った。経営が変わっ
た。

○ 道路の拡幅

○
阪急洛西口駅が誕生したり、道が広くなり交通の便
が良くなり、物流しやすい環境になった。

○ 田畑が減り工場が増えた

○ 広い場所なので効率的に動ける。

○ 道路・歩道が少し良くなった

○ 新しい店舗・会社が出来ている

○ すぐに近くまで住宅が建ち仕事がしにくくなった。

○ 騒音、振動、砂塵

意見(件数)

意見

意見

意見（件数）



《問25》 今後周辺環境を改善するために、どのような対策が
必要とお考えですか。

○ 特になし(4)

○ 道路整備(11) ※電柱撤去、道路幅の拡大など

○ 交通網の整備(2) ※交通渋滞解消など

○ JR、阪急電車とR１７１との連絡交通機関

○ 商業、産業の増加

○ 競輪を失くすこと

○ アクセスを良くする。桂川に橋を増やして欲しい

○
向日市周辺地域との整合性のある開発・計画を行
うように

○

子供が多い地域（西ノ岡中、保育園）で高齢者も多
い地域なので安心して遊べる公園の立地。大型
スーパーが出来たら嬉しい。物集女街道の幅を広
げてほしい。歩道の確保（車イスでも通れる様に）

○
阪急西向日駅、JR向日町駅東西の交通機関及び
道路整備産業道路が乏しい

○ さらなる景気対策

○
廃棄物の不法投棄が多すぎる。自己負担して処分
したりする時もあるが、もう少し向日市でも対応策を
考えてほしい。

○ 期待できない

○
道路の拡幅と自転車専用路の新設 久世地区－
駅東口－体育館前－上植野に通じる道路府道で
あるが、ひどい処がある寺戸事務所北側付近

○ R171号東側へ下水道が必要

○ 環境と作業性＝次の仕事に向けての資金設備

○
駅周辺の整備・道路の整備が必要。向日市で営業
されている事業主への協力養成

○

上水道がない、現在、新幹線の下から→京都（伏
見）より水道を引っぱっています別に水道料あり。
向日市より引っぱっていただきたいが、向日市より
無理といわれました。

○ 他の土地へ変わる

○

アクセスが少なすぎる。JR及び阪急駅周辺のみで
あとは市バスが車、国道（171号）沿いの歩道整備
と、レンタルサイクルなど活用し、駅から郊外への移
動手段活性させては。

意見（件数）



《問26》 今の場所について、他の場所より優れていると考え
ていることは、何ですか。特に大きな理由を優先順に3つ以内
で選んでください。

16、その他（具体的に） ○ これから発展する可能性がある

○ 自然環境

《問27》 今の場所について、他の場所より劣っていると考えて
いることは、何ですか。特に大きな理由を優先順に3つ以内で
選んでください。

16、その他（具体的に） ○ 環境についての整備

【事業運営についてお伺いします。】

《問28》 あなたの事業所が今、あるいは今後、大きな問題に
なると考えていることは何ですか。主なものを優先順に3つ以
内で選んでください。

15、その他(具体的に) ○ 地域の活力の低下（老齢化、若者へのアピール力）

《問29》 現在の向日市内の事業所について、今後、どのよう
にしようとお考えですか。(1つ選択)

○ 転換を測りたい

《問31》 職場でできる環境問題などへの取組みで、何かお考
えのことはありますか。あてはまるものを全て選んでください。

11、その他（具体的に） ○
NO、PX法に基づく低公害者の導入。現CO2運動
《エコドライブ）

○ ISO認定取得準備中

《問32》 あなたの事業所では、商工会・工業会などの活動の
ほか、独自に他の事業所との共同事業や協力した取り組みを
行っていますか。あてはまるものを全て選んでください。

9、その他(具体的に) ○
産業廃棄物リサイクル事業者立ち上げから運営ま
での協力

《問35》 問34で[1、2]とお答えの方にお伺いします。どのような
ことが、経営を圧迫していますか。（１つ選択）

6、その他（具体的に） ○ 人々の動きが減少する。

○ 企業の投資意欲減

○ 取引先企業の業績悪化

意見

意見

意見

意見

意見

意見

意見



【市では、ＪＲ向日町駅のバリアフリー化に併せ、駅の東口に
駅前広場を整備し、東西を自由通路で結ぶ橋上駅化の計
画を検討しています。そこでお伺いします。】

※問36～41について、具体的なご意見を枠内に書ききれない
場合は、余白にご記入いただいて結構です。

《問38》 問37において[3]とお答えの方にお伺いします。その
理由をご記入ください。
（例）他の交通手段の利用など

○ マイカー通勤(13)

○ マイカー通勤の方が便利

○ 会社の車を利用

○ 車、自転車通勤(4)

○ 車、バイク(2)

○ 自転車、バイク等による通勤（3)

○ 阪急、自動車・バイク利用

○ 自転車通勤、勤務終了時間遅いため

○ 他の交通手段の利用(3)

○ 阪急を利用(2)

○ 自動車での得意先などが多いから

○ 休日のみ利用

○ 時間帯と方角に無理があり

○ JRから会社までが遠いから。

○ 殆ど向日市から通勤 １名だけ阪急東向日

○ 従業員はいないので、まったく利用していない

○ 利用通勤者はいない(4)

《問40》 問39で、そのようにお考えになった理由は何ですか。
（１つ選択）

7、その他（具体的に） ○ よく知らないから

○ 産業の集積に有利

○ 自動車での駅に行くのができやすくなる

意見（件数）

意見



【その他自由意見】 （どんなことでも、結構です。）

○
向日町競輪場を早く廃止する事。市内のド真中に
バクチ場は変だ

○

昔からの道路の拡幅計画や他のインフラ等の整
備がほとんど行われていない為に、商業等が衰退
している。町並みがJR向日町周辺と駅などが貧弱
に感じられ、残念に思う。
道路は、子供や高齢者等が歩いた時、安全には
ほど遠い。
救急車が通れない道路が多い。
今後は小規模な土地開発を許さないようにし、ゆ
たかな町を造ってほしいが、手遅れなのかな。
向日市の未来の姿をどんな形になればいいのか
頭に浮かんでこない。
小さな利権に食い荒らされたぼろぼろの町並が、
残念でなりません。

○

一次、二次産業地でもなく、中途半端な市ではな
いでしょうか？
旧乙訓郡の地方自治の中心的存在感が行政全
体に残っているように思う。職員を減らして、その
方々に市の活性化推進と地域活動の原動力となる
拠点づくりをしては？
（例）１、環境問題、資源の有効利用。２、競輪場
の廃止→地場特産品工場等

○

無理を承知で書いてみる。
①地デジ開始が目に見えて来た。VHFの強制撤去

②ケーブルビジョン基地局による向日市から
TV,ANTを全部外す天文館と同居さす。

③光ファイバーの架設が行われているが、使用済
の有線撤去は、誰が行うか。笠置町でもケーブルビ
ジョン局を持っている。山の中で電波のとどきにくい
という利用と思うが、となり洛西から配線は出来ぬも
のかこれで向日市の空が明るくなる。

④阪急連続高架の話はもう１ｋｍ伸ばすことで殆ど
解決するがお金がない処には１００年経ても出来な
い。福知山駅の高架の様に何とか出来ぬものか。
長い間駅前再開発の調査費が無駄になるかと思う
と残念でならぬ。

○

倒産しない市に！！誰が考えるのか！
人件費特に議員の仕事内容市民に公表すべきで
ある。
人員数は１５名位で良い
１０名減ると約１億助かる
１億の仕事をしているか
議員1人１人に聞いてみて個人経営なら不要数で
ある・・・倒産している。
１人として汗を流して仕事する議員がない

意見（件数）



○

・道路の広いものを作る
・キリンビール跡地に向日市が活性出来るものを考
えて創る。
・金利の低い融資と長期返済の組立て

○
農地を優先するか商工業を優先するか市の方向性
をはっきりすべきであり、農地・商業・工業地域の区
分けに向かって整備を進めていく

○

キリンビール㈱京滋支社 総務部
記載事項を全て記入できていません。
再開発関係で色々お世話になっており、感謝申し
上げます。
引続き、よろしくお願い申し上げます。

○
道幅の狭いたとえば物集女街道とかは一方通行に
して自動車がもっと通行しやすい町にして下さい。

○

工場内冷暖房設備を導入していたいのですが、
経費設備の節約上、ソーラーシステムを入れること
で経費節約の解消しないかと考えています。
他に方法があれば、ご指導お願いします。
それから、国の補助にて、弊社の乾燥？？？を製
作してデータをとりたいとは思っています。

○

《JR向日町駅東口駅前広場整備について》
○東口前道路の混雑が予想されます。

○東口へのバス（路線）の乗り入れ及び路線のルー
ト設定が必要。（京都市バス・阪急バスの乗り入れと
道路整備〔京都市の道路とのジョイントと道路巾の
拡張〕が必要です。）

○いづれも事前に問題が発生しない様シミュレー
ションをしてからの実施が求められます。

《産業振興について》
○向日市独自の取組が必要（京都市、長岡京市と
違う点を強調ー向日市の歴史等より）

○駅前の明るい町づくり集客施設等の誘致。駅の
有効利用。人が集まる。利用しやすい様。歴史的
社寺の案内、町、お店の案内

○競輪場の有効活用など

○ JR向日町東口開発を促進願いします。

○
向日市には、運動公園がないので、もっと増やして
ほしい。競輪場をもっと有効活用できるように工夫し
てほしい

○ 特になし(3)


